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１．課題の名称等  

研究開発課題名  ： 植物育成技術の革新に向けた円偏光変換フィルムの開発 

研 究 責 任 者 ： 岡﨑 豊（京都大学） 

 

２．研究開発の目的 

植物は青または赤色の光をよく吸収し、とりわけ片方の円偏光を好んで成長することが報告されて

いる。そのため、光合成における未利用光を吸収し、青または赤色の円偏光を高純度かつ高輝度で発

するフィルムは、省エネルギーかつ低コストでの植物成長促進が期待できる。研究責任者が開発した

直線偏光発光フィルムと位相差フィルムからなる発光性円偏光変換フィルムは、既存の方法において

トレードオフの関係にある円偏光純度と輝度の両方を高い水準で満たすことができる。本研究では、植

物育成用の円偏光変換フィルムを想定用途とし、赤色および青色発光性円偏光変換フィルムの開発

を目的とした。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

本研究では、植物育成用の円偏光変換フィルムを想定用途として設定し、紫外光（400 nm 以下）お

よび緑色光（550 nm 付近）などの光合成における未利用光を吸収して、青色（400-500 nm 付近）およ

び赤色（600-700 nm 付近）の高輝度かつ高純度円偏光へと変換する新規機能フィルム材料の開発を

行なった。発光性高分子を直線偏光発光フィルムの発光体として用いることで、青色においては円偏

光度 0.7、赤色においては円偏光度 0.8 を上回る発光性円偏光フィルムの作製に成功した。それによ

り、円偏光フィルターを通して肉眼で識別できるほど大きな偏光度および明るさの円偏光を、フォトルミ

ネッセンス機構により容易に生成することが可能になった。 

 

3-2. 今後の展開  

本研究を通して、発光性高分子および量子ロッドを用いた発光性円偏光変換フィルムを開発したこ

とにより、青色は 0.7 を赤色は 0.8 を上回る高い偏光度の円偏光を再現よく生成するに至った。今後

は、入射光の利用効率の視点を入れた、さらなる輝度の向上に向けた検討を進める。 


